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研究成果の概要（和文）：デジタル博物館のドメインとして kikigengo.jp を取り、それぞれの記述對象言語の
展示スペースを設置、多言語化した。博物館の内容となる調査と記述を行い、多言語分類語彙集など、展示物の
入力を行った。民族誌に関わる資料の写真撮影も行い、民族誌記述と合わせて博物館で公開した。済州方言、シ
ンブー諸語、琉球列島の言語と文化などに関する成果をあげ、論文、著作、口頭発表などの形で発表した。

研究成果の概要（英文）：With the domain name kikigengo.jp registered for the digital museum, we 
first established the exhibition spaces for each language to be described to make the museum 
multilingual.  The contents of the museum consist of descriptions based on our research.  Exhibits 
such as multilingual classified vocabulary were made public.  Ethnographic photos were also included
 in ethnographical essays at the museum.  Findings about the Jeju dialect of Korean, Simbu 
languages, Ryukyuan languages and cultures were also published as academic papers, book chapters and
 scholarly presentations.

研究分野：朝鮮語、パプア諸語、記述言語学
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１．研究開始当初の背景 
 危機言語の研究において総合的な言語の
記録・保存が注目を浴びている。しかし、少
数言語・危機言語の調査研究に携わる研究者
が記述研究の論文発表以上のデータ公開を
する環境が整備された状況にあるとは言え
ない。言語テキストや文法体系の記述、さら
にはすでに存在する様々な映像・音声データ
は、話者を含む一般に広く利用されるべきで
ある。研究開始当初すでに、宮古語展示を目
的として始まった電子博物館は公開直前で
あった。この仕組を多言語化し、また高度
化・高機能化をすることを目指すことにした。  
 
 
２．研究の目的 
 本研究課題では琉球諸語電子博物館とし
て始まった言語データのアーカイブ・システ
ムを、韓国語=朝鮮語(以下では朝鮮語)済州方
言を中心とする他言語に応用させながら発
展させ、データ・アーカイブの環境を整備す
る。そのことで 1)それぞれの言語記述自体を
進展させ、2)貴重な資料を研究者同士のみな
らず社会と共有すること、さらには 3)話者へ
の成果還元と 4)危機言語の保存と活性化に
資することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 言語記述班は現地調査による言語研究を
行い電子博物館に展示する資料(コンテン
ツ)を收集、分析、作成する。 
 システム構築版は電子博物館の活用・維
持・管理のためのデザイン、ならびに技術基
盤を構築する。まず既存の宮古語デジタル博
物館のシステムを把握し、多言語化にあたっ
ての問題点を洗い出し、多言語化のための改
修を行なう。 
 
４．研究成果 
 技術的な側面については、初年度にデジタ
ル博物館のドメインとして kikigengo.jp 
を取り、宮古島西原地区のページの公開を始
めた。デジタル博物館の公開は新聞でも報道
された。既存のデジタル博物館の多言語化の
ための改修を行ない、言語ごとに公開と限定
公開の区別を設けるなど、個別に管理できる
ような態勢を整えた。新たに宮古語の方言の
切り分けを行い、他の琉球諸語、朝鮮語済州
方言、パプアニューギニアのドム語の展示ス
ペースを設置した。2014 年度、システム面で
は大きな移行作業を行なった。第一に動画配
信システムとしてKalturaを使用することに
し、新たなサーバを導入した。第二に、
WordPress によっておこなってきたページ群
の記述を Dokuwiki によるものに移行した。
この二つの変更により、音声・映像資料の倉
庫と展示室を切り分ける仕組みの根幹がで
き、また柔軟なデザインの開発をする環境を
得た。ハワイの学会で共著(システム班のメ
ンバー全員を含む)の発表を行なった。大幅

な変更のあとは微調整を続けた。動画・音声
に対する多言語字幕の機能を導入した。 
 記述班は初年度より博物館の内容となる
調査と記述を行った。宮古島のページ群は手
入れを行い公開した。新設されたスペースに
ついては、朝鮮語済州方言のページ群と、パ
プアニューギニアのドム語のページ群の雛
形を作った上で、入力を行った。多言語(日
本語、朝鮮語、英語、エスペラント)対訳語
彙集のデータを作り、相互にリンク付された
ページ群を生成するシステムを作った。現在
公開中の辞書順語彙リスト、意味分類索引、
分類語彙リスト、語彙別連想リストがそれに
あたる。済州島の済州民俗自然史博物館で許
可を得て、民族誌に関わる資料の写真撮影も
行なった。民族誌記述と合わせて博物館で公
開した。 
 韓国から二人の専門家を招聘して二日に
わたる国際講演会(使用言語は一日目は朝鮮
語、二日目は英語)を開催し、学内外の専門
家と意見を交換した。一人は韓国の言語アー
カイブのプロジェクトを主導したコ・ドンホ
教授(全北大)で、アーカイブやフィールドワ
ークの技術的な側面と、済州方言音韻論の体
系記述に関する研究についてお話しいただ
いた。もう一人はキム・ジホン教授(慶尚大)
で済州方言の形態論について二度にわたっ
て講演いただいた。二日目は言語記述研究会
と共同開催の形を取った。その他、済州方言
の語末形式、日韓のモダリティ、シンブー諸
語のトーン、琉球列島の言語と文化などに関
する成果をあげ、論文、著作、口頭発表など
の形で発表した。 
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